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NEWS

１ ． 法人名称変更

　 当研究所の前身「（ 一財）阪神高速道路技術センタ ー」 は，

1 9 7 8 年に設立さ れ， 阪神高速道路を中心に都市高速道路

の建設・ 管理に関する 総合的な調査研究・ 技術開発， ま

た， 技術者の養成を行う こ と により ， 都市高速道路事業の

発展と 都市機能の維持・ 増進に寄与し てまいり まし たが，

本分野でのより 一層の貢献を目指すべく 本年 7 月「（ 一財）

阪神高速先進技術研究所」 に名称変更致し まし た．

２ ． 法人名称変更にかける思い

　 当研究所には前身の技術センタ ー時代から 長年にわたり

都市高速道路などの建設・ 維持・ 管理に関する総合的な調

査研究・ 技術開発にかかわっ てきたこ と により ， 技術的ノ

ウハウが蓄積さ れています .また， 都市高速道路における

技術的に高度な課題に取り 組むため， 延べ4 8 名の学識者

と 6 4 名の民間の有識者に委嘱し た1 3 の委員会・ 検討会

を組織する等， 人的ネッ ト ワーク を活用し た検討体制も 構

築し ています（ ※令和元年1 2 月時点）．

　 一方， 建設土木業界においても 喫緊の課題である労働人

口の減少等に対し ， より 一層の業務の高度化・ 効率化を図

る必要があり ， そのためには先進的な情報技術等を積極的

に活用し た研究開発が極めて重要と なっ てきており ます．

　 そこ で， 当研究所と し まし ても ， 中長期的な研究テーマ

や新たな情報通信技術の活用など先進技術の研究開発に

チャ レンジし ， 関西を中心と する都市高速道路事業へのよ

り 一層の貢献を目指し ， また， その決意を込め， 法人名を

「（ 一財）阪神高速先進技術研究所」 に変更致し まし た．

　 こ のよう な先進技術分野における研究開発は， 阪神高速

グループ理念「 先進の道路サービスへ」 の実現に向け， 極

めて重要かつ不可欠なテーマであり ， その一定の役割を担

う こ と が当研究所に期待さ れている使命であるこ と を強く

認識し ており ます（ 写真-1 ）．

阪神高速先進技術研究所に生まれ変わり まし た

３ ． 当研究所の役割

　 2 0 2 0 年6 月2 3 日に阪神高速グループの理念である「 先

進の道路サービスへ」 の実現に向け， 増大する事業を円滑

かつ高い品質を確保し つつ推進し ， 阪神高速道路に関する

研究・ 技術開発をさ ら に強化するにあたり ， 各者が担う 研

究・ 技術開発の内容を 確認するため， 阪神高速道路（ 株），

阪神高速技術（ 株）， 阪神高速技研（ 株） および当研究所の

4 者で協定を 締結し まし た． 協定の中で当研究所は, 阪神

高速グループ各社が実施する研究開発のう ち， 一定期間を

要するまたは基礎的・ 先進的・ 部門横断的分野の研究・ 技

術開発の実務やこ れら に関する技術情報の定期的， 継続的

な収集および蓄積を 担う こ と と なり まし た . 例えば， 高速

道路上で全方位を観測できる監視カ メ ラ や防災・ 減災シス

テムなどがあり ます． 監視カ メ ラ はリ モート で全方位を確

認できるよう にするこ と で， パト ロールの負担を減ら すこ

と ができ ます． また， 阪神高速道路（ 株） が2 0 1 9 年に発

表し たサイ バーイ ンフ ラ ・ マネジメ ント システムの研究も

進めています． 高速道路でのSociety 5 . 0 の実現に向け，

サイ バーイ ンフ ラ ・ マネジメ ント 技術を活用し た仮想空間

の阪神高速道路構造物を再現するシステム上での地震時の

挙動をシミ ュ レーショ ンするこ と により ， 損傷予測や実際

の復旧に役立てるよう 取り 組んでいます．

４ ． 事 業 概 要

①技術委員会の設置・ 運営

　 当研究所では， 常設の技術委員会を 設置し ており ます．

技術委員会には鋼構造・ コ ンク リ ート 構造・ 基礎構造・ ア

セッ ト マネジメ ント などの分野に精通し た 7 名の学識経験
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受けた甚大な被害， こ の地震を教訓にし た新たな耐震技術

および防災教育の取組み等を広く 一般市民にお伝えするた

めに阪神高速道路（ 株） と 協力し て， 震災資料保管庫の運

営を実施し ており ます．

　 こ の保管庫では， 実際に被災し た構造物の一部をそのま

まの状態で多数保存・ 展示し ， DV D の上映やパネル展示

を 交えた見学会（ 完全予約制） を 実施し ています（ 写真

-6 ）．

５ ． 愛称およびロゴマーク

　 当研究所の愛称は「 H IT （ エ イ チ・ ア イ ・ テ ィ ）」 で

す． こ れは英語表記（ H an sh in  Ex p ressw ay  Resear ch  

I n stitu te for  A d v anced  T ech no logy ） し た 際の頭文

字をと っ て命名し たも のです．

　 また， 今回の法人名称変更に合わせ， 従来使用し ていた

ロゴマーク から 変更し まし た． ロゴに使われている「 Ｈ 」

は構造物および阪神高速，「 Ｉ 」 は人，「 Ｔ 」 の帯は道路を

イ メ ージし ています． また， 色は阪神高速グループカ ラ ー

のブルーと 前身の阪高技術センタ ーのイ メ ージカ ラ ーであ

るグリ ーンを取り 入れたも のです（ 写真-7 ）．

６ ． 今後の取組み

　 こ れまで行っ てき た業務のほかに， A I やIoT ， ロ ボッ

ト 技術など先進の技術を 活用し ， 高速道路管理の高度化，

効率化などのテーマを中心に中長期的なテーマの研究開発

を実施する予定です． まずは， こ れら の研究開発を成功さ

せ， 新たな技術を高速道路の管理などに実装し ていく こ と

が目標と なり ま す． 当然， 当研究所だけでは， なし えな

いテーマも 多く ， 当研究所と 関係のある先生方， 有識者の

方々， さ ら には， 大学や民間企業と も 広く 協力し ながら 研

究開発を進めていき たいと 考えています．

　 ま た， A I など 大量のデータ が必要と なる 場合など は，

オープンイ ノ ベーショ ンの必要性も 認識し ており ， 研究体

制の確保， 構築が重要だと 認識し ています．

者が在籍し ており ， 技術的な課題解決のための相談， 継続

的な勉強会などを実施し ， 貴重なアド バイ スを受けるこ と

ができる体制を整えており ます（ 写真-2 ）．

②調査研究等に関する業務の受託

　 当研究所が保有する道路構造物に関する専門的な技術力

を生かし ， 阪神高速グループや国， 地方公共団体などから

維持管理の諸課題解決の検討業務を受注し ， 効率的な維持

管理を推進し ています（ 以下はその一例）．

・ Ｕ リ ブ鋼床版の疲労耐久性検証のための実験的検討

　（ 写真-3 ）

・ 補強済みＲ Ｃ 床版の疲労耐久性検証のための実験的検討

・ Ａ Ｓ Ｒ 構造物の対策検討

・ 高耐久グースアスファ ルト 混合物の性能規定に関する検討

・ 鋼管矢板基礎の設計合理化に関する検討

・ 大規模解析による耐震性評価に関する検討（ 写真-4 ）

・ 耐震補強構造の設計法に関する検討

・ 柱状付属構造物の耐震性向上に関する検討

③研究発表会， 講演会の開催

　 業界や世間のト レ ン ド を 意識し ， 道路の建設， 維持管

理， 防災等に関し て造詣の深い学識経験者や技術者を招い

て講演会や講習会を実施し ています（ 写真-5 ）．

④震災資料保管庫の運営

　 当研究所は， 阪神・ 淡路大震災の歴史， 阪神高速道路が

写真-３ 　 輪荷重走行試験

写真-４ 　 南海ト ラ フ 地震を想定し た地震被害シミ ュ レ ーショ ン

写真-５ 　 技術講演会

写真-６ 　 震災資料保管庫エント ラ ンスホール

写真-７ 　 阪神高速先進技術研究所　 ロゴマーク


